
　「
教
育
・
学
び
」
は
、
学
校
で

の
教
育
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
の
生

涯
学
習
や
人
権
啓
発
な
ど
に
関
す

る
分
野
で
す
。
現
総
合
計
画
で
展

開
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

は
、
学
校
運
営
に
地
域
の
か
た
が

参
画
す
る
も
の
で
、
地
域
に
開
か

れ
た
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の

推
進
役
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
、

有
識
者
や
教
職
員
な
ど
で
組
織
す

る
学
校
運
営
協
議
会
で
の
意
見
を

学
校
運
営
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
ま
で
に
市
内
の
７

つ
の
小
学
校
と
３
つ
の
中
学
校
す

べ
て
に
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

に
指
定
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
た
ち
を
育
む
体
制
を
整
え
ま
し

た
。「
行
き
た
い
学
校
　
帰
り
た

い
家
庭
　
住
み
た
い
地
域
」
を
基

本
理
念
と
し
て
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
が
連
携
し
て
学
校
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
地
域
貢
献
活
動

や
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
授
業

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「
少
人
数
の
学
校
に
通
わ
せ
た

い
」「
自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で

学
び
、
も
っ
と
個
性
や
長
所
を
伸

ば
し
て
あ
げ
た
い
」
と
考
え
る
保

護
者
の
た
め
に
、
通
学
区
域
の
枠

を
越
え
て
勝
浦
小
学
校
に
転
入
学

で
き
る
勝
浦
小
学
校
入
学
特
別
認

可
制
度
が
あ
り
ま
す
。
制
度
の
周

ス
テ
ム
で
す
。

　「
福
津
と
い
う
郷
で
学
び
、
そ

こ
に
暮
ら
す
人
や
地
域
も
い
っ

し
ょ
に
育
ち
、
人
と
人
と
の
関
わ

り
の
中
で
学
び
、
遊
び
、
そ
の
知

識
や
経
験
が
ま
ち
や
地
域
に
還
元

さ
れ
る
こ
と
」
を
期
待
し
て
、
健

康
福
祉
、
ふ
る
さ
と
、
子
育
て
、

生
き
が
い
、
環
境
、
国
際
交
流
な

ど
10
分
野
で
講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
が
郷
土
の

魅
力
に
触
れ
な
が
ら
楽
し
く
学
ん

で
い
ま
す
。

知
や
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み
、
勝
浦
小

学
校
の
児
童
数
は
平
成
18
年
度
の

57
人
か
ら
平
成
28
年
度
は
81
人
に

増
加
し
ま
し
た
。
児
童
数
の
確
保

は
勝
浦
地
区
の
自
然
や
伝
統
文
化

を
活
か
し
た
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る

教
育
を
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
。

　
郷
育
カ
レ
ッ
ジ
は
、
地
域
の
特

性
に
着
目
し
た
市
独
自
の
学
習
シ

　
市
で
は
、
一
人
一
人
の
人
権
を

守
る
体
制
づ
く
り
と
し
て
、
人
権

教
育
・
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
男
女
が
と
も
に
歩
む

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

啓
発
活
動
の
実
施
や
学
習
機
会
の

提
供
、
ふ
く
つ
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
な
ど
の
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
平
成
17
年
に
現
総
合
計

画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
が
次
の
グ
ラ
フ
で
す
。
教

育
・
学
び
分
野
で
今
後
必
要
と
思

う
施
策
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育

施
設
の
整
備
を
求
め
る
声
が
最
も

多
く
、
次
に
学
校
外
の
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
充
実
で
し
た
。

　「
教
育
・
学
び
」
の
取
り
組
み

に
関
す
る
御
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

下
の
は
が
き
に
記
入
し
て
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
い
た
だ
い
た
御
意
見

は
、
今
後
の
計
画
作
り
に
生
か
し

て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
御
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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み
ん
な
で
考
え
る
ま
ち
づ
く
り

　
今
年
度
と
来
年
度
の
２
年
を
か
け
て
、
次
期
総
合
計

画
の
策
定
作
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
策
定
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
分
野
ご
と
に
意
見
を
広
く
募
集
し

ま
す
。
第
３
回
目
の
今
月
は
「
教
育
・
学
び
」
で
す
。

次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
て
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

御
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

現
総
合
計
画
で
の

取
り
組
み

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
実
現

一
人
一
人
を

大
切
に
す
る

当
時

求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

勝
浦
小
学
校
入
学
特
別
認
可

制
度
に
よ
る
児
童
数
の
確
保

郷
育
カ
レ
ッ
ジ
事
業
の

推
進

Vol.3
教育・学び

教
育
や
学
び
に

関
す
る
御
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

点線に沿って切り
取り、12 月 15 日
（木）までに投函
してください。
切手は不要です。

夜間保育・延長保育・一時保育などの
保育事業の拡充

図書館・公民館・文化会館などの
社会教育施設の整備

乳幼児医療や児童手当などの
児童福祉事業の拡充

子育て世代の親の交流や
家庭児童相談の充実

体験学習などの学校外の
学習プログラムの充実
小中学校・幼稚園などの
学校教育施設の整備
生涯学習活動や

文化活動への支援の充実
学校教育に関する

教育プログラムの充実
学童保育所などの

整備・学童保育事業の拡充
文化財などの保護・

伝統芸能継承などへの活動支援の拡充

母子（父子）家庭への支援の拡充

乳幼児健診などの母子保健事業の充実

その他

子育て支援、教育、文化について今後必要と思う施策
平成 17年 11月に実施した現総合計画策定に関するアンケート結果

（該当するものを 3つまで選択）
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課 ▲地域の人による人形浄瑠璃の指導

▲歴史や文化に触れるふるさと分野の講座

▲自治会夏祭りの手伝いなどの地域貢献活動


